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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋上スラブを鉛直に貫通する鉛直通気管と屋上スラブ上において水平に設置された水平
通気管とをエルボによって連結した連結部を保護する通気管カバーであって、
　間隔を隔てて連結部を覆い、下面と水平通気管側が開口している接頭四角錐形の中空本
体と、
　水平通気管を囲む半円形切欠部をそれぞれ有し、中空本体の水平通気管側の開口を塞ぐ
上下のフロントパネルとを備え、
　前記中空本体は、エルボに下端が固定され鉛直上方に延びる鉛直ボルトを通す貫通穴と
、水平通気管側に水平に突出して設けられた複数の水平ボルトとを有しており、
　前記上下のフロントパネルはそれぞれ前記水平ボルトが遊動可能に貫通するルーズ孔を
有しており、
　前記中空本体は、前記鉛直ボルトと螺合する第１ナットで屋上スラブ上に固定され、
　前記上下のフロントパネルは、前記水平ボルトと螺合する第２ナットで中空本体に固定
される、ことを特徴とする通気管カバー。
【請求項２】
　前記第１ナットと前記第２ナットとは、前記中空本体又は前記フロントパネルと同じ材
質からなり、かつ、前記ルーズ孔よりも大きい径を有している、ことを特徴とする請求項
１に記載の通気管カバー。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、屋上スラブを通して排水立て管の上部に外気を取り入れる屋上通気装置につ
いての通気管カバーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　集合住宅やビルなどの高層建築における排水立て管は、その内部を雑排水がスムースに
流下するために、その上部に外気を取り入れる必要がある。
　そのため、一般的に、排水立て管の上部に連結された鉛直中空の通気管と、この通気管
を外気に連通させて外気を取り入れる外気導入部とが設けられている。
　かかる外気導入部の例として、例えば、以下の特許文献１及び特許文献２に開示されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４４９２９４８号公報、「屋上通気装置とその設置方法」
【特許文献２】特開平７－１３９１４４号公報、「屋上床貫通孔の上屋の施工方法」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載されている外気導入部は、鉛直中空の通気管を用いているため、先端
部が屋上から突出することになる。
　そのため、屋上から突出した部分についてはこれを保護部材で覆うことによって外気等
から保護する構造になっている。
【０００５】
　ここで、例えば、上記通気管が突出した場所が、ルーフバルコニー等のように住戸の一
部として使用している場所である場合、通気管の周囲を住民が行き来するため、臭気等の
問題が生じる。
　そのため、かかる場合においては、エルボ等を用いることによって、通気管の方向を調
整した上で、住民に生活に影響が出ない場所まで、通気管を延長させることによって臭気
を逃がす必要がある。
【０００６】
　しかし、エルボ等によって向きが途中で変更される通気管の場合には、特許文献１に記
載されているような保護部材を用いることができない。
　また、住民が行き来するルーフバルコニー等に上記外気導入部を設置した場合、ボルト
等の鋭利な部分が外部に露出しているために、住民に対する安全性の観点から問題が生じ
る場合がある。
【０００７】
　一方、特許文献２に記載の外気導入部は、保護部材の横に通気ダクトを設けつことによ
って、ある程度臭気等を逃がすための対策が採られている。
　しかし、かかる保護部材を設置するために下地フレームを組む必要があり、さらに、パ
ネルをネジ止めするための部材点数が多く、組立作業が煩雑で手間が係るという問題点が
あった。
　この点、特に外気導入部を住戸の一部であるルーフバルコニー等に設置するものである
ことを考慮すると、設置に長期間を確保することが難しい場合があるため、設置工数を可
能な限り少ない構造であることが求められていた。
【０００８】
　そこで、本発明は、上述した問題点を解決するために創案したものである。すなわち、
本発明の目的は、屋上スラブ上に設置された鉛直通気管と水平通気管との連結部を短時間
に簡単にカバーすることができ、雨水、異物や小動物等が侵入しにくく、外部からの衝撃
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から連結部を保護することでき、かつ美観に優れた通気管カバーを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明によれば、屋上スラブを鉛直に貫通する鉛直通気管と屋上スラブ上において水平
に設置された水平通気管とをエルボによって連結した連結部を保護する通気管カバーであ
って、
　間隔を隔てて連結部を覆い、下面と水平通気管側が開口している接頭四角錐形の中空本
体と、
　水平通気管を囲む半円形切欠部をそれぞれ有し、中空本体の水平通気管側の開口を塞ぐ
上下のフロントパネルとを備え、
　前記中空本体は、エルボに下端が固定され鉛直上方に延びる鉛直ボルトを通す貫通穴と
、水平通気管側に水平に突出して設けられた複数の水平ボルトとを有しており、
　前記上下のフロントパネルはそれぞれ前記水平ボルトが遊動可能に貫通するルーズ孔を
有しており、
　前記中空本体は、前記鉛直ボルトと螺合する第１ナットで屋上スラブ上に固定され、
　前記上下のフロントパネルは、前記水平ボルトと螺合する第２ナットで中空本体に固定
される、ことを特徴とする通気管カバー。
【００１０】
　また、本発明によれば、前記第１ナットと前記第２ナットとは、前記中空本体又は前記
フロントパネルと同じ材質からなり、かつ、前記ルーズ孔よりも大きい径を有している。
【発明の効果】
【００１１】
　上記本発明の構成によれば、間隔を隔てて連結部を覆い、下面と水平通気管側が開口し
ている接頭四角錐形の中空本体と、水平通気管を囲む半円形切欠部をそれぞれ有し、中空
本体の水平通気管側の開口を塞ぐ上下のフロントパネルとを有することによって、屋上ス
ラブ上に設置された鉛直通気管と水平通気管との連結部を短時間に簡単にカバーし、かつ
、外部からの衝撃から連結部を保護することが可能になる。
【００１２】
　また、中空本体を鉛直ボルトと螺合するナットによって、屋上スラブ上に固定すること
によって、接合部の隙間が小さく異物や小動物の侵入を防止することができる。
【００１３】
　さらに、ナットの材質が、中空本体又は前記フロントパネルと同じ材質であるため、全
体として美観に優れている。
 
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の通気管カバーの断面図である。
【図２】本発明の通気管カバーの斜視図である。
【図３】本発明の通気管カバーの正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の好ましい実施形態を添付図面に基づいて詳細に説明する。なお、各図に
おいて共通する部分には同一の符号を付し、重複した説明を省略する。
【００１６】
　図１は、本発明の通気管カバーの斜視図であり、図２は、本発明の通気管カバーの斜視
図、図３は、本発明の通気管カバーの正面図である。
　この図において、１は屋上スラブ、２は目地材、３は防水シート、１０は通気カバー、
１４は通気管、１６は中空本体、１７ａ，１７ｂはフロントパネル、１８ａは鉛直ボルト
、１８ｂは水平ボルト、１８ｃは接続金物、２０ａは第１ナット、２０ｂは第２ナットで
ある。
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【００１７】
　屋上スラブ１は、屋上の床において面に垂直な荷重を支える板である。本発明における
屋上スラブ１は、住戸の一部として機能するルーフバルコニー等を想定しているため、住
民の行き来が可能な場所に位置している。
【００１８】
　目地材２は、屋上スラブ１と後述する通気管１４との間に位置している。
　屋上スラブ１がコンクリート製である場合に、日光等による熱を吸収することによって
体積が膨張することが考えられるため、かかる場合に屋上スラブ１からの圧迫によって通
気管１４が破損することを防止する。
　なお、かかる目地材２は、通気管１４に対して熱を吸収した屋上スラブ１から熱が伝わ
ることを防ぐために、断熱材としても機能させる構造であってもよい。かかる場合には、
目地材２は、ポリエチレン等からなる場合が望ましい。
【００１９】
　防水シート３は、雨水や虫等が通気管カバー１０内に入り込んだ場合に、通気管１４内
への侵入を防ぐためのものである。
【００２０】
　通気管１４は、鉛直通気管１４ａ、水平通気管１４ｂ及びエルボ１４ｃからなる。
　鉛直通気管１４ａは、この例では鉛直直管であり、両端が軸線に垂直に切断されそれぞ
れ開口しており、その上端が屋上スラブ１より所定の長さだけ上方に突出すように設定さ
れる。
　なお、上記所定の長さについて必要に応じて任意に設定することができるように設計さ
れているものであってもよい。
　水平通気管１４ｂは、この例では鉛直直管であり、屋上スラブ１に対して水平に設置さ
れており、鉛直通気管１４ａと９０度の角度ともって、エルボ１４ｃによって接続されて
いる。
　この例においては、水平通気管１４ｂは直管であるが、鉛直通気管１４ａ方向からの臭
気を逃がすことができれば、例えば、途中で湾曲しているものであってもよい。
　鉛直通気管１４ａ及び水平通気管１４ｂの材質は、好ましくは硬質プラスチック（例え
ば、塩化ビニール樹脂）であるが、アルミニウム、銅合金等の耐食性金属であってもよい
。
　エルボ１４ｃは、鉛直通気管１４ａと水平通気管１４ｂを所定の角度を持って連結する
ものである。
　エルボの材質は、好ましくは硬質プラスチック（例えば、塩化ビニール樹脂）であるが
、アルミニウム、銅合金等の耐食性金属であってもよい。
【００２１】
　中空本体１６は、通気管１４を覆うための部材であり、通気管カバー１０を主要構成部
である。水平通気管１４ｂを横引きする方向の面が開放されており、全体として逆さ容器
形状を有している。
　中空本体１６は、繊維強化セメント（ＧＲＣ）で形成されているため、各面の厚さを薄
く設計することが可能になり、さらに耐火性、耐候性に優れているというメリットを有し
ている。
　なお、屋上スラブ１と中空本体１６の間は、硬質ゴムからなる固定部材１９によって固
定されているが、固定部材１９によって完全に密閉されている必要はなく、中空本体１６
を屋上スラブ１に固定するために必要な程度だけ固定部材１９を用いる構造であってもよ
い。
【００２２】
　フロントパネル１７ａ，１７ｂは、それぞれ分離して中空本体１６に対して脱着可能に
なっている。
　フロントパネル１７ａ，１７ｂは、中空本体１６に設置した場合において、水平通気管
１４ｂを貫通させる貫通孔（図示しない）を有している。なお、中空本体１６からそれぞ
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れ分離して取り外した場合には、貫通孔について２分割した半円をそれぞれ含む形で分離
される構造になっている。
　かかる構造を有することによって、水平通気管１４ｂに対してフロントパネル１７ａ，
１７ｂを挟み込む形で、中空本体１６に取り付けることが可能になる。そのため、水平通
気管１４ｂの長さに依存することなく、中空本体１６に近い位置で取り付けることが可能
になるというメリットを有している。
　なお、フロントパネル１７ａ，１７ｂについても、中空本体１６と同様に繊維強化セメ
ント（ＧＲＣ）で形成されている。
　また、フロントパネル１７ａ，１７ｂは、突合せ部においてＺ型に嵌合する形状を有し
ているため、２枚のフロントパネルの横ズレを防止する構成になっている。
【００２３】
　鉛直ボルト１８ａは、エルボ１４ｃと中空本体１６の上端部とを接続金物１８ｃによっ
て接続するための部材である。
　また、水平ボルト１８ｂは、フロントパネル１７ａ，１７ｂと中空本体１６とを接続す
るための部材である。
　接続金物１８ｃは、例えば、水平通気管１４ａの上端に対して直径方向に跨いで水平に
延び、その中間部に鉛直な雌ネジ部を有し、両端部にビス孔を有する形状であってよい。
　また、接続金物１８ｃは、この例においては、エルボ１４ｃにおいて固定されているが
、水平通気管１４ａにおいて固定する構造であってよい。
【００２４】
　第１ナット２０ａは、鉛直ボルト１８ａが中空本体１６の上端部から突出した部分につ
いて覆いながら締めるための部材であり、第２ナット２０ｂは、水平ボルト１８ｂがフロ
ントパネル１７ａ，１７ｂから突出した部分について覆いながら締めるための部材である
。
　第１ナット２０ａ及び第２ナット２０ｂは、中空本体１６及びフロントパネル１７ａ，
１７ｂと同様に繊維強化セメント（ＧＲＣ）で形成されており、さらに、取付け位置につ
いての微調整を可能にするために中空本体１６及びフロントパネル１７ａ，１７ｂに開け
られたいわゆるルーズ孔よりも大きい径を有しているため、外観上、材質の統一感を有し
ている。
　また、本発明が、住民が行き来するルーフバルコニー等によって用いられることを考慮
すると、かかる構造を有していることによって、ネジ止め等された場合と比較してけが等
を防止することによる安全性を担保することができるというメリットを有している。
【００２５】
　さらに、従来の通気管カバーと比較して、横引き管取出し開口面以外を一体的なカバー
からなる中空本体１６を採用し、当該開口を２枚のフロントパネル１７ａ，１７ｂで覆う
構造としたため、部材点数を少なく抑えることが可能になり、施工が容易になるというメ
リットを有している。
【００２６】
　なお、本発明は上述した実施形態に限定されず、特許請求の範囲の記載によって示され
、さらに特許請求の範囲の記載と均等の意味および範囲内でのすべての変更を含むもので
ある。
【符号の説明】
【００２７】
１　屋上スラブ、２　目地材、３　防水シート、
１０　通気管カバー、１４　通気管、
１４ａ　鉛直通気管、１４ｂ　水平通気管、１４ｃ　エルボ、
１６　中空本体、１７ａ，１７ｂ　フロントパネル、
１８ａ　鉛直ボルト、１８ｂ　水平ボルト、
１８ｃ　金属金物、１８ｄ，１８ｅ　ルーズ孔、
１９　固定部材、２０ａ　第１ナット、２０ｂ　第２ナット
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